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Novellの商標
ConsoleOneは、米国 Novell, Inc.の商標です。

ホットフィックスは、米国 Novell, Inc.の商標です。

NetWareは、米国 Novell, Inc.の米国ならびに他の国における登録商標です。

Novellは、米国 Novell, Inc.の米国ならびに他の国における登録商標です。

Novell Directory Servicesおよび NDSは、米国 Novell, Inc.の米国ならびに他の国における登録商標です。

Storage Management Servicesおよび SMSは、米国 Novell, Inc.の商標です。

Transaction Tracking Systemおよび TTSは、米国 Novell, Inc.の商標です。

サードパーティの商標

サードパーティ各社とその製品の商標は、所有者であるそれぞれの会社に所属します。
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Novell Storage Servicesの概要

ネットワーク構造の規模が大きくなると、多量のストレージ容量や、効
率的なファイル管理が必要になる場合があります。また、ボリュームの
マウントにかかる時間を短縮する必要もあります。たとえば、多数の
ディレクトリやファイルを格納するために大容量のボリュームが必要に
なったり、多数のファイルを同時に開くといったことが考えられます。
Novell® Storage ServicesTM (NSS)は、64ビットのファイルストレージ /管
理システムであり、ユーザのファイルシステムで必要となる機能を十分
に備えています。NSSは、シームレスで拡張可能なストレージ /ファイ
ルシステムで、高い柔軟性を持っています。このシステムを使用する
と、エンドユーザの作業を妨げずに、大容量ボリュームや多数のファイ
ルの設定、マウント、および保守を常時行うことができます。

このマニュアルは、次の章で構成されています。

NSSの詳細については、9 ページの第 1 章「概要」を参照してください。

設定および構成の詳細については、19 ページの第 2 章「Novell Storage 
Servicesの設定および構成」を参照してください。

ストレージオブジェクトのステータスの監視および NSS設定の詳細につ
いては、57 ページの第 3 章「ストレージオブジェクトの表示」を参照し
てください。

トラブルシューティングについては、61 ページの第 4 章「トラブル
シューティング」を参照してください。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、不等号 (>)を使用して、操作手順の動作、および
クロスリファレンスパス内の項目を区切ります。

また、「®」、「TM」などの商標記号は、Novellの商標を示します。アスタ
リスク (*)はサードパーティの商標を示します。
Novell Storage Servicesの概要 7
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1 概要

Novell® Storage ServicesTMは、ストレージデバイス上の全領域を効率的に
使用する手段を提供する、ストレージ /ファイルシステムです。大容量
ボリュームや多数のファイル、および大規模なデータベースを格納し保
守する機能が求められるシステムにとって、NSSは最適なツールです。 

Novell Storage Services は、NetWare® 6 のデフォルトのストレージ / ファ
イルシステムです。このシステム使用して、従来のボリュームおよび NSS
ボリュームの両方を作成、格納、および保守します。NSS ボリュームは
論理ボリュームと呼ばれます。NSS をインストールすると、ストレージ
プール SYS:および同等サイズのボリューム SYS:が作成されます。

ボリュームをマウントする場合、従来のファイルシステムでは、すべて
のファイルおよびディレクトリをスキャンしていました。その後で、
ファイルにすばやくアクセスできるように、NetWareがすべてのメタ
データをメモリに格納していました。ファイルシステムのスキャンに
よって、マウントに時間がかかります。また、すべてのファイルのメタ
データを格納するため、ファイル数の増加に応じて、より多くのメモリ
が必要となります。

NSSでは、ボリュームをマウントするときにファイルシステム全体をス
キャンしないので、マウント処理は高速で実行されます。ユーザがファ
イルにアクセスするまではメタデータはメモリにロードされないため、
必要になるメモリの量は少なくてすみます。 

NSSはファイルシステムのすべてのトランザクションを記録したジャー
ナルを保持しているため、ファイルシステムがクラッシュしても NSSボ
リュームでは VREPAIRは実行されません。クラッシュの後に NSSは
ジャーナルをスキャンして、すべてのトランザクションが完了している
か、またはまだ完了していないかを確認します。このため、クラッシュ
後にボリュームを再マウントするとき、ボリュームを修復する必要はあ
りません。
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NSSは、複数のストレージデバイス上にある空き容量を使用します。  こ
れによりボリュームを無制限に作成でき、最大 8テラバイトの単一のボ
リューム内に、最大 8兆個のファイルを格納できます。 また NSSでは、
最大 255のボリュームを同時にマウントすることもできます。 

重要 : NetWare 5では、NSSは従来の NetWareファイルシステムと並行して実行さ
れます。NetWare 6では、NSSが主要なストレージ /管理システムになります。ただ
し、NSSでは従来のパーティションおよびボリュームも継続して管理できます。こ
のマニュアルでは、主として NSSストレージプールおよび論理ボリュームを中心に
説明しますが、従来のボリュームの設定手順および保守手順についても説明します。

NSSの機能と利点
ここでは、NSSの機能および利点について説明します。

NSSの管理
ConsoleOneTMは、従来のボリュームおよび NSS論理ボリュームの両方
を設定および保守するための主要なユーティリティです。25 ページの
「ConsoleOneを使用して Novell Storage Servicesを設定する」を参照して
ください。

注 : NWCONFIGおよび NSSメニューは、NetWare 6 NSSの一部の機能と互換性が
ありません。NSSの設定および管理の手順では、すべて ConsoleOneを使用します。

単一のストレージプールに論理ボリュームを統合する

NSSはストレージプールを使用します。ストレージプールは、すべての
ストレージデバイスから取得された一定の容量の領域です。すべての
NSS論理ボリュームをストレージプール内に配置します。このため、
パーティション内に保持するボリューム数を制限する必要はありませ
ん。1つのパーティションには 1つのストレージプールしか持つことは
できませんが、ストレージプールには論理ボリュームを無制限に配置で
きます。ただし論理ボリュームのサイズは、ストレージプールのサイズ
を超えることはできません。

論理ボリュームを作成する

NSSストレージプールから作成したボリュームを論理ボリュームと呼び
ます。論理ボリュームは、特定のサイズに設定されたボリュームか、ま
たはそのプールに割り当てられた物理領域の容量に応じて動的に拡張可
能なボリュームのいずれかになります。このため、他にパーティション
を作成しなくても、必要なサイズまたは必要な数のファイルを追加し、
格納できます。ストレージプール内に使用可能な物理領域がある限り、
ストレージプールにはいくつでもボリュームを追加できます。
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ストレージプール内のボリュームの上限の超過 (オーバーブッキング )
個別の論理ボリュームがストレージプールのサイズを超えることはでき
ません。ただし、ストレージプールには多数のボリュームを作成できま
す。個別の論理ボリュームはストレージプールよりも小さくなければな
りませんが、複数の論理ボリュームの合計はプールのサイズを超過して
もかまいません。この機能をオーバーブッキングと呼び、これによって
ファイルシステムを効率的に管理できます。 

たとえばユーザが多数おり、各ユーザにボリュームがいくつか割り当てら
れていて、それぞれのボリュームの容量には上限が設定されているとしま
す。すべてのユーザがそのボリュームを使い切っていないのであれば、新
たにボリュームを割り当てることができます。このとき、割り当てるボ
リュームの容量の総計がプールのサイズを超過していても問題はありませ
ん。基本的に、容量が上限に達していないボリュームがある限り、ユーザ
はプール内の他のボリュームから空き容量を借りることができます。この
ため、一部のユーザがボリュームの上限に達したり、上限を超過した場合
でも、必ずしもディスク容量を追加する必要はありません。

論理ボリュームおよびストレージプールを非アクティブ /アクティブにする
保守を行うために、ストレージプールやボリュームに対するユーザのア
クセスを一時的に禁止しなければならない場合があります。このような
場合、サーバを停止する代わりに、個別のストレージプールを非アク
ティブにして、REBUILDおよび VERIFYユーティリティを実行できま
す。ストレージプールを非アクティブにすると、ユーザはそのプール内
のすべてのボリュームにアクセスできなくなります。REBUILDおよび
VERIFYユーティリティは、DOSドライブのルートにログファイルを生
成します。

すばやいエラー修正およびデータ回復

NSSはファイルシステムのクラッシュ後、データをすばやく回復します。
ボリューム全体をスキャンして破損を調べるのではなく、最新の変更を
すばやく再生し、それらが正しく書き込まれたかを確認します。ファイ
ルシステムは変更された情報を回復するか、またはトランザクション開
始前の元の設定にデータを戻します。サーバの中断時間が短くなるため、
メールサービスなどのアプリケーションにとっては有利です。

即時にデータをディスクに保存する

「即時にファイルをフラッシュ」機能を使用すると、ファイルデータは
次のフラッシュサイクルを待つことなく、ファイルを閉じると直ちに
ディスクに保存されます。これにより、データをフラッシュサイクルの
間に失うというリスクをなくすことができます。 
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以前に保存されたファイルを保持する (スナップショット )
ファイルスナップショット機能を使用すると、バックアップユーティリ
ティによって、すべてのファイルについて整合性のあるコピーを保持で
きます。この機能では、開いているすべてのファイルのオリジナルコ
ピーが、ファイルシステム上で作成されます。たとえば、ファイルの変
更中にバックアップを行ったり、クラッシュが発生すると、バックアッ
プには新旧両方のデータが含まれる可能性があります。スナップショッ
トでは、ファイルを最後に閉じたときのコピーがキャプチャされます。
このため、バックアップサイクルの間でデータを失っても、以前に保存
されたファイルの完全なコピーが残っていることになります。

トランザクショントラッキングシステム (TTS)
トランザクショントラッキングシステム TMは、システムエラーのため
完了しなかったトランザクションを取り消すことにより、データベース
アプリケーションを保護します。TTSTMは、すべてが従来のボリューム
の場合、またはすべてが NSS論理ボリュームの場合のいずれかで使用で
きます。両方の種類のボリュームを使用している場合は、すべてのボ
リュームに対して使用できるわけはありません。従来のボリュームと論
理ボリュームの両方を使用しているシステムでは、TTSはデフォルトで
従来のボリュームに対してのみ機能します。両方の種類のボリュームを
使用しているシステムで、論理ボリュームに対して TTSを使用する必要
がある場合は、AUTOEXEC.NCFに「DISABLE TTS」と入力し、TTSを
使用する論理ボリュームごとに TTSを有効にする必要があります。従来
のボリュームとは異なり、TTSはデフォルトでは論理ボリュームには適
用されません。TTSを論理ボリュームで有効にするには、「nss/
transaction=volname」と入力します。

変更ファイルリストを確認する

変更ファイルリストは、前回のバックアップ以後に変更が加えられた
ファイルのリストです。バックアップユーティリティは、ファイルシス
テム全体を検索する代わりに、このリストにアクセスします。

クラスタリング機能を使用する

ストレージデバイスの中には、SAN (Storage Area Network)に存在するも
のがあります。これらのデバイスは、クラスタ内にある複数のサーバに
よって共有されます。クラスタ化の詳細については、『Novell Cluster 
Servicesの概要とインストール』を参照してください。
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ファイル圧縮を有効にする

NSSはファイル圧縮をサポートしています。これによりボリューム内の
ファイルを圧縮して、空き容量を増やすことができます。ファイル圧縮
を有効にした場合、この機能を無効にするには、ボリュームを再作成す
る必要があります。

削除されたファイルへのアクセスを禁止する (データシュレッド )
データシュレッド機能を使用すると、パージされたディスクブロックが
16進数のランダムなパターンで上書きされます。これにより、許可され
ていないユーザがディスクエディタを使用してパージされたファイルに
アクセスするのを防ぎます。削除されたデータには、最大 7つのデータ
シュレッドのパターンを上書きできます。

ユーザスペース制限を設定する

ユーザスペース制限を使用すると、ユーザがボリューム上に持つことの
できる容量を制限できます。この機能は、学校の生徒などの、多数の
ユーザを扱うシステムで便利です。ボリュームを作成するときに、
ConsoleOneでユーザスペース制限オプションを選択できます。

ディレクトリスペース制限を設定する

ディレクトリスペース制限を使用すると、ユーザがディレクトリまたは
サブディレクトリ内に持つことのできる容量を制限できます。

読み込み専用の論理ボリュームとして CD-ROMを使用する
NSSは、ISO9660およびMacintosh* HFSフォーマットの CD-ROMをフ
ルサポートしています。

ボリュームのマウントに追加メモリが不要である

従来の NetWareファイルシステムを使用してボリュームをマウントする
とき、NetWareはマウント処理時にすべてのファイルおよびディレクト
リをスキャンします。その後、すばやくアクセスできるように、すべて
のファイルをメモリにロードします。ファイルの数やサイズが増える
と、必要なパフォーマンスレベルを維持するために追加のメモリが必要
になります。

NSSはマウント処理の際にファイルシステム全体をスキャンしないため、
ボリュームをマウントするのに大容量のメモリを必要としません。マウ
ントが完了しても、ユーザがファイルへアクセスするまで NSSはファイ
ルをメモリにロードしません。したがって、ファイルを追加したり、ボ
リュームをマウントするときに、追加のメモリは必要ありません。
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信頼性の低いブロックのデータをリダイレクトする (ホットフィックス )
ファイルシステムがディスクに対してデータの読み書きを継続して行う
と、ディスクストレージブロックの一部で、データを格納する機能の信
頼性が低下する場合があります。NSSはホットフィックスを使用して、
信頼性の低いブロックにデータが書き込まれないようにします。

ホットフィックス TMは、メモリに残っているオリジナルのデータのブ
ロックを、データが正しく保存できるパーティションのホットフィック
ス再配置領域にリダイレクトします。データのブロックをリダイレクト
する場合、オペレーティングシステムは障害が発生したブロックのアド
レスを記録します。サーバはそれ以後、そのブロックにデータを格納し
なくなります。

パーティションを作成するときにホットフィックスを有効にしなかった
場合、ホットフィックスオブジェクトは作成されず、データのリダイレ
クトは行われません。ホットフィックスは、パーティションの作成時に
設定する必要があります。後でホットフィックスを追加するには、その
パーティションからボリュームを削除し、ホットフィックスを追加し
て、バックアップからボリュームを復元する必要があります。

ホットフィックス機能は、パーティションのミラーリングと統合されて
います。ホットフィックスを選択するときに、そのパーティションのミ
ラーリングも有効にできます。

ホットフィックスのリダイレクトは、書き込みリクエスト、読み込みリ
クエスト、またはリードアフタライト検査時に行われます。データのリ
ダイレクトが行われる条件は、次のとおりです。

書き込みリダイレクトは、書き込みリクエスト時にディスクでエ
ラーが発生した場合に行われます。システムはそのブロックに不正
を表すマークを付け、データを別のブロックにリダイレクトします。

読み込みリダイレクトは、読み込みリクエスト時にディスクエラー
が発生した場合に行われます。

ディスクがミラーリングされている場合、システムはミラーリング
されたディスクからデータを取得し、そのデータをプライマリディ
スクにリダイレクトします。ディスクがミラーリングされていない
場合、データは失われ、ブロックには使用不能のマークが付けられ
ます。

リードアフタライト検査のリダイレクトは、データがディスクに書
き込まれた後に行われます。リダイレクト後にディスク上のデータ
が読み込まれ、メモリ内のデータと比較されます。2つのデータが
一致しない場合、システムはそのブロックに不正を表すマークを付
け、データを別のブロックにリダイレクトします。
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デフォルトでは、ディスク容量の 2%がホットフィックス再配置領域と
して設定されます。この容量は変更できます。

ホットフィックスを有効にすると、ディスク障害が発生したり、再配置
領域に空きがなくならない限り、ホットフィックスは常にアクティブに
なっています。［Storage Devices］を選択してからホットフィックスパー
ティションを選択すると、ホットフィックスの動作を、MONITORで表
示できます。MONITORの使用方法については、『Utilities Reference』の
「MONITOR」を参照してください。

ディスクパーティションを作成するときに、ホットフィックス再配置領
域を指定しないこともできます。ホットフィックス再配置領域を指定し
ないことにより、パーティション領域を節約できます。これは、耐障害
性の機能を提供する大規模な RAIDシステムでは便利です。

重要 :ホットフィックスを有効にしていない場合、パーティションでは NetWareによ
る耐障害性を使用できなくなります。ディスクの破損セクタにあるデータは、ホット
フィックス再配置領域にリダイレクトされません。また、ホットフィックスを使用し
ていないパーティションはミラーリングできません。ホットフィックスは、パーティ
ションの作成時に有効にするのが最も簡単な方法です。後でホットフィックスを追加
するには、そのパーティションからすべてのボリュームを削除する必要があります。

個別のボリュームではなくストレージプールを修復する

従来のボリュームを修復するには、VREPAIR を使用します。VREPAIR
の使用方法については、VREPAIR の『Utilities Reference』を参照してくだ
さい。論理ボリュームについては、その論理ボリュームが含まれるスト
レージプールで VERIFY および REBUILD という修復ユーティリティを
使用します。論理ボリュームの再構築方法については、49 ページの「NSS
ストレージプールおよびボリュームの再構築」を参照してください。

VERIFYは、データブロックの不整合やその他のエラーを検索することに
より、NSSプールでのファイルシステムの完全性を検査します。このユー
ティリティにより、ファイルシステムの問題の有無が明確になります。

REBUILD はオブジェクトツリーの既存のリーフを検証および使用して、
システム内のその他のすべてのツリーを再構築します。再構築中のボ
リュームにユーザがアクセスできないようにするため、REBUILDを実行
する前にプール ( およびそのプール内のすべてのボリューム ) を非アク
ティブにする必要があります。ストレージプールを非アクティブにする
と、プール内のすべてのボリュームは自動的に非アクティブになります。 

これらのユーティリティは VREPAIRと同じものではありません。
REBUILDは、データの破損後にファイルシステムを回復するための最
終的な手段としてのみ使用します。REBUILDおよび VERIFYを使用す
ると、DOSドライブのルートにログファイルが生成されます。
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パーティションをミラーリングする

パーティションをミラーリングすることにより、データを保護できます。
ミラーリングでは、同一のデータが、同じコントローラチャネルを使用
している他のディスクに格納されます。ConsoleOne を使用して、従来の
パーティションと NSSパーティションの両方をミラーリングできます。

パーティションをミラーリングするための要件は、次のとおりです。

ミラーリングされるパーティションの種類は、ミラーリング先の
パーティションと同じでなければなりません。つまり、NSSパー
ティションは他の NSSパーティションにしかミラーリングできませ
ん。同様に、従来のパーティションは従来のパーティションにしか
ミラーリングできません。

ミラーリングできるのはパーティションのみです。ただし、スト
レージプール全体をミラーリングする必要がある場合があります。1
つのパーティションが持つことのできるストレージプールは 1つの
みであるため、ストレージプール全体をミラーリングする場合は、
そのプールが存在するパーティションをすべてミラーリングします。
これがストレージプールをミラーリングする唯一の方法です。

パーティションをミラーリングするには、パーティションを作成す
るときに、そのパーティションをミラーリングに対応させるための
オプションを選択する必要があります。このミラーリングオプショ
ンは、パーティションの作成後は変更できません。ミラーリング先
を既存のグループにしたり、パーティション用に新しいミラーリン
ググループを作成できます。ミラーリンググループ (ミラーリング
されたパーティションを複数持つ既存のグループ )を結合すること
はできません。

ミラーリングされたパーティションのデータ領域のサイズには、互
換性を持たせる必要があります。つまり、新しいパーティションは、
少なくともグループ内の他のパーティションとサイズが等しいか、
またはわずかに大きくなければなりません。たとえば、物理サイズ
(データとホットフィックスを合わせたサイズ )は、ミラーリンググ
ループ内にある既存のパーティションのデータサイズと比べた場合、
最低でも 100KB以上大きく、また 120MBを超えていないサイズで
あることが必要になります。

ファイルシステムは、データ領域がミラーリンググループの他の
パーティションと等しくなるように、ホットフィックスのサイズを
適切な範囲に調整します。

ミラーリングされたパーティションでは、クラスタリングで共有可
能なステータスが同じになっている必要があります。
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既存のグループに属するパーティションをグループに追加すること
はできません。追加するパーティションは、個別のミラーリングさ
れたオブジェクトでなければなりません。

ストレージデバイス間でデータをストライプする (RAID)
NSSを使用すると、システム上の複数のディスクドライブ間でデータを
ストライプすることにより、追加のストレージデバイスを作成できま
す。このオプションを RAIDと呼びますが、実際には、これはハード
ウェア RAID 0システムをエミュレートするソフトウェア設定です。つ
まりこの RAID設定は、RAIDマシンを使用するのではなく、ソフト
ウェアレベルで RAIDの機能を実現します。

RAIDデバイスは、すべての物理ストレージデバイスから空き容量を取
得し、結合した領域にセグメントを配置することより設定されます。
RAIDセグメントは、それぞれのストレージデバイスから取得された領
域を合計した容量になります。1つの RAIDデバイスは最大 8つのセグ
メントを持つことができます。ファイルシステムは、RAIDディスク上
にデータをシーケンシャルに配置します。これをディスクストライプと
呼びます。RAIDのストライプのサイズは、ファイルシステムが次の
ディスクに切り替えるまでにディスク上に配置するデータの容量を表し
ます。

ソフトウェア RAID 0は、論理ボリュームおよび従来のボリュームの両
方で使用できます。 

NSS RAIDに関する重要な情報
RAIDを構成する各要素は、それぞれ異なるデバイスから取得する必
要があります。NSSでは同一デバイスから RAID要素を取得するこ
とはできますが、これを行うとファイルシステムのパフォーマンス
が著しく低下します。

現在、NSS RAIDは RAID 0をサポートしています。

ストライプのサイズは 4～ 256KBで、2KB単位で増加します。

NSSで現在サポートされていない機能
次の機能は従来の NetWareファイルシステムでは使用できますが、現在
NSSではサポートされていません。 

ブロックの細分割当て

監査

ファイル名のロック

データマイグレーション
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NSSアーキテクチャ
NSSでは、ストレージプール、論理ボリューム、従来のボリューム、お
よびリモートデバイスを使用して、ファイルシステムを保守できます。
論理ボリュームは、NSSパーティション領域のストレージプールに格納
されます。従来のボリュームは従来のボリューム用にパーティション化
された領域に直接格納されます。次の図は、使用可能なファイルシステ
ムオプションに基づいた NSS設定を示しています。

図 1 Novell Storage Servicesの設定
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2 Novell Storage Servicesの設定および構成

Novell® Storage ServicesTMは、NetWare® 6をインストールするときに自動
的にインストールされます。ここでは、インストール後に NSS (Novell 
Storage Services)を設定および構成する手順について説明します。また、
従来のパーティションおよびボリュームを設定し保守するための情報に
ついても説明します。

システム要件

NetWare 6が動作しているサーバ

NSSストレージプールおよび論理ボリュームの作成用に10MB以上の
空き領域

Novell Storage Servicesの設定

NSSボリュームを更新する
NetWare® 6にアップグレードしてサーバを再起動したら、NSSボリュー
ムを更新する必要があります。以前のリリースからの NSSボリューム
は、NetWare 6に更新するまで機能しません。これらのボリュームは、
自動的にはアップグレードされません。 

NDSステータスをチェックする

NSSボリュームを更新する前に、NDS®が正常に動作していることを確
認してください。正常に動作していない場合、アップグレード処理によ
りトラスティが削除されることがあります。NDSの動作を確認するに
は、バックリンク処理のタイムスタンプを調べます。 
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NDSの動作を確認するには、次の操作を実行します。

1 iMonitorを使用してアップグレード処理が完了していることを調べ
ます。

1a サーバの IPアドレスの後に「/nds」と入力し、iMonitorをネット
ワークブラウザで開きます。たとえば、「http://155.555.1/nds」と
入力します。

1b［エージェントプロセスステータス］>［外部参照ステータス］
の順にクリックします。

1c［時間］列の下に表示されるタイムスタンプの時刻が、アップグ
レードを開始した時刻より後、具体的にはアップグレード処理
で NDSがアンロードされた時刻であることを確認します。次の
図に、タイムスタンプの例を示します。

タイムスタンプがアップグレードの開始時刻より前の場合、
バックリンク処理は完了していません。バックリンクが完了す
るまで、手順 1aから手順 1cを繰り返します。
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NSSボリュームをアップグレードする

NSSボリュームをアップグレードするには、NetWare 6サーバコンソー
ルで次のコマンドのいずれかを入力します。

NSS /ZLSSVOLUMEUPGRADE=ALL
NSS /ZLSSVOLUMEUPGRADE=volumename

トランザクショントラッキングシステム (TTS)
トランザクショントラッキングは、システムエラーのため不完全に終
わったトランザクションを取り消すことにより、データベースアプリ
ケーションを保護します。TTSは、すべてが従来のボリュームの場合、
またはすべてが NSS論理ボリュームの場合のいずれかで使用できます。
両方の種類のボリュームを使用している場合は、すべてのボリュームに
対して使用できるわけはありません。従来のボリュームと論理ボリュー
ムの両方を使用しているシステムでは、TTSはデフォルトで従来のボ
リュームに対してのみ機能します。両方の種類のボリュームを使用して
いるシステムで、論理ボリュームに対して TTSを使用する必要がある場
合は、AUTOEXEC.NCFに「DISABLE TTS」と入力し、TTSを使用する
論理ボリュームごとに TTSを有効にする必要があります。従来のボ
リュームとは異なり、TTSはデフォルトでは論理ボリュームには適用さ
れません。TTSを論理ボリュームで有効にするには、サーバコンソール
で次のコマンドを入力します。

nss/transaction=<volname>

キャッシュバッファを設定する

キャッシュバッファは、NetWareサーバメモリ (RAM)のブロック (4KB)
で、データを一時的に格納します。NSSをインストールすると、デフォ
ルトでキャッシュバッファの 60%が使用されます。

キャッシュバッファを変更するためのオプションは、次のとおりです。

最大で 1048576のキャッシュバッファを設定できます。

バッファを整数値ではなくパーセンテージで設定できます。

サーバコンソールから次のコマンドを使用して、キャッシュバッファを
設定したり、キャッシュパラメータを調整します。キャッシュバッファ
はいつでも設定または調整できます。
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タスク 目的 コマンド

キャッシュバッファの数を設
定する

NSSファイルシステムのアクセスに割

り当てられるキャッシュバッファの最
小数を設定します。キャッシュバッ
ファのデフォルトおよび最小数は 512

です。有効な値の範囲は、256～

1048576です。

nss/
MinBufferCacheSize= 
value

キャッシュバッファを検索す
る

キャッシュバッファをすばやく検索す
るために、キャッシュは、名前をバ
ケットにマップするハッシュアルゴリ
ズムを使用します。また複数の名前が
同じバケットにマップされる場合があ
ります。このようなマップが行われる
と、キャッシュ内にあるエントリを調
べるために、すべての名前を検索する
必要があります。ハッシュテーブル内
のエントリ数は、NSSをロードすると

きに使用可能な空きメモリの容量に比
例します。

nss/NumHashBuckets

従来のファイルシステム用に
キャッシュバッファを設定す
る

NSSが従来のファイルシステムのアク

セスに割り当てるキャッシュバッファ
の最小数を設定できます。ファイルシ
ステムのアクセスを実行するために、
NSSはオペレーティングシステムに

ページを返します。オペレーティング
システムが十分なページを確保するま
で、または NSSがページの最小数に達

するまで、NSSはページを返します。

デフォルトは 1024です。有効な値の範

囲は、1024～ 1048576です。 

nss/
MinOSBufferCacheSize

ファイルおよびディレクトリ
エントリ用にキャッシュを設
定する

名前キャッシュエントリの数を設定し
ます。NSSは、最後に検索したファイ

ルおよびディレクトリの名前のキャッ
シュを保持します。これにより、ファ
イルのオープンおよびパスの検索が高
速化します。デフォルトは 2111です。

有効な値の範囲は、3～ 65521です。

nss/NameCacheSize

名前キャッシュをオンまたは
オフにする

名前キャッシュを［ON］または［OFF］

に設定します。デフォルトは［ON］で

す。

nss/(No)NameCache
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キャッシュバランスに整数で
はなくパーセンテージを使用
する

バッファキャッシュに使用する空きメ
モリの動的バランスについて、バッ
ファを整数ではなくパーセンテージで
設定します。デフォルトは［ON］で

す。このスイッチは、
/MinBufferCacheSizeと共に使用します。

nss/(No)CacheBalance

NSSが従来のファイルシステ

ムから取得するキャッシュ量
を設定する

NSSとサーバ間のキャッシュの割合で

す。CacheBalanceのパーセンテージに

よって、NSSが独自のキャッシュとし

て従来のファイルシステムから取得す
るキャッシュブロックの数が決まりま
す。キャッシュバランスのパーセン
テージが高いと、従来のファイルシス
テムのパフォーマンスが低下します。
キャッシュバランスが低いと、NSSの

パフォーマンスが低下します。キャッ
シュバランスパラメータは、NSSに割

り当てる総ディスク容量のパーセン
テージと等しくなるように設定するこ
とをお勧めします。ただし、80%を超

えないようにします。最初はパラメー
タを 50%に設定し、この値を必要に応

じて調整できます。デフォルトは 60%

です。有効な値の範囲は、1～ 99%で

す。

nss/CacheBalance=value

キャッシュバッファの数を制
限する

必要なキャッシュバッファの最大数で
す。キャッシュバランスを実行すると
きは常に、キャッシュバッファの数が
この値によって制限されます。

nss/ 
cacheBalanceMaxBuffer

タスク 目的 コマンド
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サーバコンソールにキャッ
シュヒット率を表示する

キャッシュヒットの数を、キャッシュ
からのファイルキャッシュバッファの
取得回数で割った値です。90%を超え

る値が適切です。これは、システムが
短時間でディスクからデータを取得し
ていることを表します。数値が低い場
合は、NSSのメモリを増やす必要があ

ります。この場合は、キャッシュバラ
ンスのパーセンテージを高く設定しま
す。

キャッシュヒットは、必要なファイル
ブロックを NSSがキャッシュバッファ

内で検出した回数です。

キャッシュミスは、必要なブロックを
NSSがキャッシュバッファ内で検出で

きなかった回数です。

NSSに割り当てるメモリを増やすと、

キャッシュヒットのパーセンテージが
上がります。物理メモリを追加する、
キャッシュバランスを上げる、または
NSSのキャッシュバッファの最小数を

増やすといった方法でメモリを増やす
ことができます。ただし OSのキャッ

シュバッファの最小数を減らすことは
お勧めしましません。

nss/CacheHit

Authorizationキャッシュエン

トリの数を設定する

このパラメータは、認証リクエストを
高速化するのに使用されるキャッシュ
バッファの数を指定します。さまざま
なファイルやディレクトリに多数のト
ラスティが設定されている場合は、こ
の数を増やすことをお勧めします。デ
フォルトは 1024です。有効な値の範囲

は、16～ 50000です。

nss/AuthCacheSize

タスク 目的 コマンド
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ConsoleOneを使用して Novell Storage Servicesを設定する
ConsoleOneTMは、NSSのパーティション、ストレージプール、およびボ
リュームを設定および保守するための主要なユーティリティです。
ConsoleOneを開いて必要なオプションにアクセスするには、次の操作を
実行します。 

1 ConsoleOneを開きます。

2 操作するツリーを開きます。

3 目的のサーバオブジェクトを右クリックします。

4［プロパティ］をクリックします。

NSSが使用するキャッシュ容

量のバランスをとる頻度を決
定する

このタイマにより、サーバの総メモリ
量に対して NSSが使用するキャッシュ

容量のバランスを再度とる頻度を秒単
位で決定できます。メモリ不足のため
NLMのロードに問題がある場合は、こ

のタイマの設定を低い値にすることが
できます。低い値に設定すると、NSS

が再度バランスをとる回数が多くなり
ます。サーバが安定している場合はこ
のタイマの値を増やして、NSSがこの

処理を頻繁に実行しないようにします。
これにより、キャッシュのバランスが
維持されます。NSSはキャッシュバッ

ファの総数を調べて、CacheBalanceの

パーセンテージが適切であるかを判別
します。その後で、キャッシュバッ
ファ数が適切になるようにタイマを調
整します。デフォルトは 30です。有効

な値の範囲は、1～ 3600です。

nss/CacheBalanceTimer

変更されたキャッシュバッ
ファのフラッシュ時間を設定
する

変更されたキャッシュバッファのフ
ラッシュ時間を秒単位で設定します。
デフォルトは 1秒です。有効な値の範

囲は、1～ 3600秒です。 

nss/BufferFlushTimer

キャッシュバッファの統計情
報を表示する

キャッシュバッファの統計情報を表示
します。

nss/CacheStats

キャッシュの統計情報をリ
セットする

このコマンドにより、現在の統計情報
をクリアして、統計を取り直します。
システムに加えた変更の結果を調べる
のに便利です。

nss/reset

タスク 目的 コマンド
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ConsoleOneインタフェースが開き、NSSを管理するためのスナップ
インにアクセスできます。NSS設定機能はメディアスナップインに
あります。

ワークステーションの ConsoleOneを設定する
クライアントワークステーションで ConsoleOneを使用するには、
ConsoleOne 1.3以降をロードする必要があります。ロードした後で、
サーバからクライアントマシンに NSS JARファイルをコピーします。

1 次の 3つのNSS JARファイルを、ローカル LIBディレクトリにコピー
します。

public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥lib¥nssadmin.jar
public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥lib¥nssc1lib.jar
public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥lib¥nssjavalib.jar

2 次の 2つの JARファイルを、ローカルRESOURCESディレクトリにコ
ピーします。 

public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥resources¥nssadminres.jar
public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥resources¥nssc1libres.jar

3 次の JARファイルを、ローカル SNAPINSディレクトリにコピーしま
す。

public¥mgmt¥consoleone¥1.3¥snapins¥nssadminreg.jar

ディスク容量を設定する

NSSストレージ /ファイルシステムを設定するには、次の作業を順番に
実行します。

1. RAIDデバイスを作成します (オプション )。

27 ページの「RAIDデバイスを作成する」を参照してください。

2. パーティションを作成します。

30 ページの「パーティションを作成する」を参照してください。

3. パーティションをミラーリングします。

30 ページの「パーティションを作成する」を参照してください。

4. ストレージプールを作成します。

31 ページの「ストレージプールを作成する」を参照してください。
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5. 論理ボリュームおよび従来のボリュームを作成します。

32 ページの「論理ボリュームを作成する」および 38 ページの「従
来のボリュームを作成する」を参照してください。

RAIDデバイスを作成する

NSSを使用すると、システム上の複数のドライブ間でデータをストライ
プすることにより、RAID 0デバイスを作成できます。この RAID設定
は、ソフトウェアレベルで実現されます。この RAID機能は、論理ボ
リュームおよび従来のボリュームの両方で使用できます。

NSS RAIDに関する重要な情報

RAIDを構成する各要素は、それぞれ異なるデバイスから取得する必
要があります。NSSでは同一デバイスから RAID要素を取得するこ
とはできますが、これを行うとファイルシステムのパフォーマンス
が著しく低下します。

現在、NSS RAIDは RAID 0をサポートしています。つまり、ディス
クに冗長性はありません。RAIDデバイスの要素が 1つでも誤動作
を起こすと、RAIDの構成全体が使用できなくなります。

NSS RAIDでは、各 RAID 0論理デバイスの 1つのデバイス上に、最大
8つのセグメント (各デバイスから使用される領域の容量 )を含める
ことができます。

ストライプのサイズ(ファイルシステムが次のデバイスに切り替える
までに 1つのデバイス上に配置するデータの容量 )の範囲は、4～
256KBで、2KB単位で増加します。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Raid Devices］>［New］の順にクリックします。

4 各ストレージデバイスから取得する領域の容量をメガバイト単位で
入力します。

5 セグメントのサイズを選択します。

6 ストライプのサイズを選択します。

7 RAIDの種類を選択します。

RAIDの種類は、異なるディスク間でデータをストライプする方法
を表します。 

8［Next］をクリックします。
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9 RAIDの構成で使用するデバイスを選択します。 

1つ以上のデバイスを選択できますが、RAIDの構成に使用するもの
のみを選択してください。

10［Finish］をクリックします。

ファイルシステムは最初に仮想デバイスを作成し、次に RAIDデバ
イスを作成します。

RAIDデバイスを削除する

RAIDデバイスを削除すると、ファイルシステムは、RAIDの構成で使用
されているすべての物理ストレージデバイスからすべてのパーティショ
ンおよびボリュームを削除します。 

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Raid Devices］の順にクリックします。

4 削除する RAIDデバイスを選択します。

5［Delete］をクリックします。

ファイルシステムは、RAIDデバイスの削除を確認する警告メッ
セージを表示します。

6［Yes］または［No］をクリックします。

RAIDデバイスのサイズを増やす

RAIDデバイスのサイズは、他のストレージデバイスからセグメントを
追加することにより増やすことができます。1つのディスク上に複数の
RAIDセグメントを配置しないでください。これを行うとファイルシス
テムのパフォーマンスが著しく低下します。 

1 ConsoleOneで、［Media］>［Raid Devices］の順にクリックします。

2 サイズを増やす RAIDデバイスを選択します。

3［Increase Size］をクリックします。

4 RAIDの構成に追加するデバイスを選択します。

5［Finish］をクリックします。

RAIDデバイスに他の物理ストレージデバイスを追加したら、RAID
の構成を再度ストライプする必要があります。これにより、追加し
た新しいデバイスにデータがストライプされます。 
28 Novell Storage Services管理ガイド



注 : 再度ストライプしているときに、ファイルシステムのパフォーマンスが
低下する場合があります。［Restripe］をクリックする前に、RAIDデバイス
に物理ストレージデバイスをすべて追加したことを確認してください。

6［Restripe］をクリックします。

［Restripe］オプションにより RAIDの構成に追加される新しいデバ
イスが認識され、すべてのデバイス間にデータが分散されます。 

デバイスをクラスタリングで共有可能にする

ストレージデバイスの中には、SAN (Storage Area Network)に存在するも
のがあります。これらのデバイスは、クラスタ内にある複数のサーバに
よって共有されます。

重要 :ディスクドライブのクラスタリングでの共有は、システムハードウェアが自動
的に使用可能にしたり、使用不能にすることはありません。ストレージシステムの設
定に従い、それぞれのデバイスを手動で設定する必要があります。

ドライブをクラスタリングで共有可能にする場合の重要な情報を、次に
説明します。

NSSプールに属する部分はすべて、クラスタリングでの共有機能を
使用しているストレージデバイス上に存在する必要があります。つ
まり、複数のデバイスにまたがるストレージプールがある場合、こ
れらのデバイスはすべて、クラスタリングで共有可能または共有不
能のいずれかになっている必要があります。

ストレージプールSYS:またはボリュームSYS:が含まれるデバイスで
は、［Sharable for Clustering］オプションを使用できません。

ConsoleOneでは、従来のパーティションおよびボリュームが含まれ
るデバイスに対しては、［Sharable for Clustering］オプションを使用
できません。

ミラーリンググループにパーティションを追加するとき、そのグ
ループ内のすべてのパーティションがクラスタリングで共有可能ま
たは共有不能のいずれかになっている必要があります。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Devices］の順にクリックします。

4 デバイスを選択します。

5［Sharable for Clustering］を選択します。

6［OK］をクリックします。
Novell Storage Servicesの設定および構成 29



パーティションを作成する

NSSを設定する最初の作業では、NSSストレージプールおよび論理ボ
リューム用のパーティションを、ストレージデバイス上に作成します。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。 

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Partitions］>［New］の順にクリックします。

4 パーティションを作成するデバイスを選択します。

5 作成するパーティションの種類 (［NSS］、［Traditional］、［Remote 
Storage Device］)を選択します。

6 パーティションのサイズをバイト (B)、キロバイト (KB)、メガバイト
(MB)、またはギガバイト (GB)単位で入力します。

7 ホットフィックスのエラー修正機能用に領域を予約するには、［Hot 
Fix］を選択して、予約する領域の容量またはパーセンテージを入力
します。

ミラーリングされたパーティションのデータ領域のサイズには、互
換性を持たせる必要があります。つまり、新しいパーティションは、
少なくともグループ内の他のパーティションとサイズが等しいか、
またはわずかに大きくなければなりません。パーティションの物理
サイズ (データとホットフィックスを合わせたサイズ )は、ミラー
リンググループ内にある既存のパーティションのデータサイズと比
べた場合、最低でも 100KB以上大きく、また 120MBを超えていな
いサイズであることが必要になります。

8 パーティションをミラーリングするには、［Mirror］を選択して、次
のオプションのいずれかを選択します。

Create New Mirror:このオプションにより、パーティションをミ
ラーリンググループに追加できるようになります。実際にグ
ループを作成するのは、作成したパーティションに、ミラーリ
ングされた他のパーティションを追加してからです。

Existing Mirror Group(このオプションを選択する場合は、ミ
ラーリングされたパーティションの IDも選択します ):データ
領域のサイズに互換性のある、既存のミラーリンググループの
リストが表示されます。このオプションにより、リスト内のミ
ラーリンググループのいずれかに、新しいパーティションを追
加できます。

9 パーティションのラベルを選択します (オプション )。

10［OK］をクリックします。
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パーティションを削除する

パーティションを削除すると、そのパーティションにあるすべてのボ
リュームおよびデータが削除されます。そのパーティションがミラーリ
ングされている場合、削除されるパーティションのデータは、ミラーリ
ンググループ内にある対応するパーティションに保存されます。ミラー
リングされているパーティションを削除する場合は、削除する前にその
パーティションのミラーリングを解除する必要があります。

パーティションのミラーリングを解除する

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2  サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Partitions］>［Mirror］の順にクリックします。

4 削除する予定のパーティションを選択して、［Remove］をクリック
します。

これにより、そのパーティションがミラーリンググループから削除
されます。これでパーティションを削除できます。

パーティションを削除する

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2  サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Partitions］の順にクリックします。

4 削除するパーティションを選択して、［Delete］をクリックします。

ストレージプールを作成する

パーティションを作成および設定したら、そのパーティション内にスト
レージプールを作成できます。ストレージプールを作成するときは、
サーバの各ストレージデバイスから使用する領域の容量を決めることが
できます。

ストレージプールは、パーティション化されたディスク容量を使用して
作成します。ただし、パーティション化されていない容量を選択できま
す。この操作によって作成されるパーティションとストレージプールの
サイズは同じになります。これは、パーティションはストレージプール
ごとに 1つしか持つことができないためです。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。
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2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［NSS Pools］>［New］の順にクリックします。

4 新しいストレージプールの名前を入力して、［Next］をクリックしま
す。

5 プールに使用するために、既存の NSSパーティションを選択するか、
またはパーティション化されていない空き容量を選択します。

パーティション化されていないデバイスを選択した場合は、この列
の数字をダブルクリックして、ストレージデバイスから取得する現
在の領域の容量を編集できます。ストレージプールサイズは、プー
ル内の全デバイスの総計になります。

6 パーティション化されている NSS容量またはパーティション化され
ていない容量から取得するサイズを入力して、［Next］をクリックし
ます。

次のオプションを選択できます。

Create a Logical Volume with this same name:プールを作成する
ときに論理ボリュームを自動的に作成します。

Sharable for Clustering:クラスタリングソフトウェアがインス
トールされており、その機能を使用する場合に使用できます。 

Activate:プールを作成するときに、プールおよびすべての論理
ボリュームをアクティブにします。このオプションを使用しな
くても、後からアクティブにすることができます。

7［Finish］をクリックします。

論理ボリュームを作成する

ストレージプールを作成すると、使用できる物理的な容量に応じて、必
要な数の論理ボリュームをそのストレージプールに対して作成できま
す。論理ボリュームを作成するとき、論理ボリュームを一定の容量に割
り当てたり、プールのサイズにまで拡張できます。 

1つのボリュームのサイズは、ストレージプールのサイズを超えること
はできません。ただし、複数のボリュームを結合したサイズが、スト
レージプールのサイズを超えることは可能です。これをオーバーブッキ
ングと呼びます。たとえば、それぞれが 100MBに設定された 8つのボ
リュームを持つ、800MBのストレージプールがあるとします。この場合
は、800MBがプールで使用できる最大の容量になります。プールをオー
バーブックするには、ストレージプール内の全ボリュームがいっぱいに
ならないことを確認した上で、ボリュームを追加するか、または既存の
ボリュームのサイズを増やします。ボリュームがいっぱいになった場合
は、ディスク容量を追加する必要があります。
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NSSは DOS、Macintosh*、UNIX*、およびロングネームスペースを認識
します。 

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［NSS Logical Volumes］>［New］の順にクリックします。

4 ボリュームの名前を入力して、［Next］をクリックします。

5 パーティション化されていない容量またはパーティション化されて
いる NSS容量を格納するストレージプールを選択します。

パーティション化されていない容量を選択した場合、NSSは、NSS
パーティション、ストレージプール、ボリュームの順に作成します。

6 次のいずれかを実行します。

ボリュームのサイズを制限する場合は、ボリュームの割り当て
サイズを入力します。

ボリュームをプールサイズにまで拡張する場合は、［Allow 
volume quota to grow to the pool size］をオンにします。

7［Next］をクリックします。

8 次の説明を参考にして、新しい論理ボリュームに対する属性設定を
選択します。

Backup:ボリュームをバックアップするかどうかを示します。
バックアップするデータがボリュームに含まれている場合は、
このフラグを設定します。ボリュームが空であるか、または
データのバックアップが不要の場合は、このフラグをクリアし
ます。このバックアップオプションは、サードパーティ製の
バックアップシステムとは関連がありません。つまり、使用し
ているバックアップシステムがこのオプションの選択を認識し
ない場合があります。

Compression:論理ボリュームのファイル圧縮をアクティブにし
ます。 

Data Shredding:データシュレッドのセキュリティ機能をアク
ティブにします。この機能では、ディスクリーダによる情報の
アクセスを防ぐため、削除されるすべてのデータが暗号化され
ます。削除されたファイルをデータシュレッダで暗号化する回
数を入力します。1～ 7回のうちから選択できます。

Directory Quotas:ディレクトリが持つことのできる容量の最大
割り当て量を指定する機能をアクティブにします。
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Flush Files Immediately:ファイルを閉じたときに、ファイル内
のすべてのデータを直ちにディスクにフラッシュする機能をア
クティブにします。 

Modified File List (MFL):前回のバックアップ以後に変更が加えら
れた、すべてのファイルのリストを提供します。これを使用す
るには、サードパーティのベンダが変更ファイルリスト機能を
実装している必要があります。

Salvage Files:削除されたファイルをサルベージする機能をアク
ティブにします。ファイルシステムは、他のデータのために容
量が必要になるまでは、割り当てられた容量内に、削除済みの
すべてのファイルを保存します。他のデータのために容量が必
要になるまでは、サルベージ機能によりファイルを追跡し、そ
のデータを取得できます。ボリューム内のファイルをサルベー
ジするには、このオプションを選択する必要があります。

Snapshot-File Level(ファイルスナップショット ):ファイルレベ
ルでのスナップショット機能をアクティブにします。スナップ
ショット機能を使用すると、最後に閉じたファイルのバージョ
ンに関するスナップショットを、バックアップユーティリティ
でキャプチャできます。たとえば、ファイルが開いているとき
にシステムがバックアップまたはクラッシュした場合でも、こ
の機能によって、そのファイルを開く前のコピーが保存されま
す。新しい情報のいくつかは失われますが、以前の情報はすべ
て保持されています。

User Space Restrictions:作成したボリュームに対してユーザス
ペース制限機能をアクティブにします。

Activate:論理ボリュームを作成と同時にアクティブにします。

Mount:論理ボリュームを作成と同時にマウントします。

9［Finish］をクリックします。

これで、NSSシステムでファイルを格納および管理できるようになりま
す。

ストレージプールの名前を変更する

既存のストレージプールの名前を変更できます。たとえば部署名が変更
された場合、部署名に応じてストレージプールの名前を割り当てること
ができます。 

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。
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3［Media］>［NSS Pools］の順にクリックします。

4 名前を変更するプールを選択します。

5［Rename］をクリックします。 

6 プールの新しい名前を入力します。

7［Finish］をクリックします。

論理ボリュームの名前を変更する

論理ボリュームの名前を変更できます。たとえば、ボリュームの名前
を、そのボリュームを使用する部署や組織を表す名前に変更できます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Logical Volumes］の順にクリックします。

4［Rename］をクリックします。

5 論理ボリュームの新しい名前を入力します。

6［Finish］をクリックします。

ストレージプールのサイズを増やす

ストレージプールのサイズは、増やすことはできますが、減らすことは
できません。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［NSS Pools］の順にクリックします。

4 サイズを増やすストレージプールを選択して、［Increase Size］をク
リックします。

5 容量を取得するストレージオブジェクトを選択します。 

6 各ストレージオブジェクトから取得する領域の容量を［Used］列に
入力します。

7［Finish］をクリックします。
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NSSプールおよび論理ボリュームを削除する
他のストレージプール用の空き容量を増やすために、ストレージプール
または論理ボリュームを削除しなければならない場合があります。パー
ティションから論理ボリュームまたは従来のボリュームを削除しても、
そのパーティションは容量をまだ所有しています。ただし、その容量を
他のストレージプールや従来のファイルシステムに再度割り当てること
はできます。パーティションを削除すると、そのパーティションが使用
していた容量の所有権が削除されます。

論理ボリュームまたは従来のボリュームを削除すると、空き容量が使用
できるようになります。この容量を他のストレージプールに割り当て
て、そのプールのサイズを増やすことができます。また、その空き容量
を、従来のファイルシステムのボリュームとして使用することもできま
す (NSS所有権を削除した場合 )。必要であれば、ボリュームを復元でき
ます。36 ページの「削除された論理ボリュームを確認および復元する」
を参照してください。ストレージプールを削除した場合は、そのプール
内のボリュームはいずれも復元できなくなります。 

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［NSS Pools］または［Logical Volumes］を順にクリック
します。

4 削除するプールまたはボリュームを選択して、［Delete］をクリック
します。

削除された論理ボリュームを確認および復元する

ボリュームを削除すると、ファイルシステムはそれをストレージプール
から削除します。ただし、一定の時間内であれば、削除したボリューム
の内容を確認するだけでなく、復元することもできます。この一定時間
をパージ遅延時間といいます。たとえば、誤って削除したボリューム内
の情報を復元するとします。この場合は、遅延時間が経過するまでにボ
リュームを取得します。そうしないとボリュームはシステムから削除さ
れ、以後はアクセスできなくなります。

ストレージプールを削除した場合、そのプール内のボリュームはすべて
削除されます。ボリュームは復元できません。

パージ遅延時間のデフォルト設定は 2日です。この時間が経過すると、
NSSは自動的にボリュームをパージします。パージ遅延時間を変更し
て、自動的にパージされるサイクルを延長または短縮できます。37 ペー
ジの「パージ遅延設定を変更する」を参照してください。また、削除し
たボリュームを手動でパージすることもできます。ボリュームのパージ
または復元は、［Deleted Logical Volumes on Pool］画面で行います。
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1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Logical Volumes］の順にクリックします。

4［Deleted Volumes］をクリックします。

5 次のいずれかのオプションを選択します。

Purge:［Purge］をクリックすると、削除されたすべてのボ
リュームが直ちにパージされます。

Prevent Purge/Allow Purge:［Prevent Purge］をクリックすると、
ボリュームのパージ処理が停止します。たとえば、削除された
ボリュームに再度アクセスしたり、サーバのアクティビティが
少なくなるまで待機することができます。［Pause Purge］をク
リックすると、ボタンが［Allow Purge］に変わります。このボ
タンをクリックすると、ボリュームがパージされます。

Salvage:［Salvage］をクリックすると、削除されたボリューム
が復元されます。 

Refresh:［Refresh］をクリックすると、削除済みのボリューム
が再スキャンされ、パネル内のリストが更新されます。

6［Close］をクリックして終了します。

パージ遅延設定を変更する

パージ遅延時間のデフォルトは 2日です。この時間内であれば、システ
ムからボリュームが削除される前に、そのボリュームにアクセスできま
す。パージ遅延時間を変更するには、サーバコンソールで次のコマンド
を入力します。

NSS/logicalVolumePurgeDelay=ddd
このコマンドの dddを、自動パージの遅延時間を示す秒数に置き換えま
す。デフォルトは 172800(2日 )です。たとえば、パージ遅延時間を 1日
に変更する場合は、「86400」と入力します。

パージ遅延の変更コマンドは永続的なものではありません。このコマン
ドは、サーバを再起動するたびに入力する必要があります。新しい設定
を永続的にするには、このコマンドを AUTOEXEC.NCFファイルに入力
します。
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従来のボリュームを作成する

NSSは、NetWare 6で使用されるデフォルトのファイルストレージ /管理
システムです。また NSSでは、従来のパーティションおよびボリューム
も継続して管理できます。NetWare 6で従来のボリュームを作成する場
合のガイドラインは次のとおりです。

NWCONFIGおよび NSSメニューは、NetWare 6と互換性がありませ
ん。従来のボリュームの作成、マウント、変更、および名前の変更
を行うには、ConsoleOneを使用します。 

従来のボリュームを修復するのにVREPAIRを使用することはできま
すが、すべての論理ボリュームを検証および再構築するには、
VERIFYおよび REBUILDを使用する必要があります。VREPAIRの
使用方法については、『Utilities Reference』の「VREPAIR」を参照して
ください。

従来のボリュームを NSSストレージプールに配置することはできま
せん。

NetWare 6で従来のボリュームを作成した場合、以前のリリースの
NetWareではそのボリュームにアクセスできません。

従来のボリュームを作成、マウント、および管理するには、ConsoleOne
を使用します。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

4［New］をクリックします。

5 ボリュームの名前を入力して、［Next］をクリックします。

6 パーティション化またはパーティション化なしを選択します。 

7 ボリュームのサイズを［Used］列に入力して、［Next］をクリックし
ます。

8 プルダウンメニューから、ブロックサイズを選択します。

9 次のオプションを選択します。

Compression:ファイルシステムがボリューム内のファイルを圧
縮できるようにします。ファイル圧縮は、ボリュームを作成す
るときに設定します。ファイル圧縮を有効にした場合、この機
能を無効にするには、ボリュームを再作成する必要があります。
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Migration:オペレーティングシステムが、アクセス頻度の低い
データをサーバのリモートエリアに移動できるようにします。
これにより、新しく作成される、アクセス頻度のより高いデー
タに対する容量が確保されます。ただしこのオプションを選択
しても、マイグレーションの属性が有効になるだけです。デー
タマイグレーション機能を実現するには、マイグレーション処
理を実行できるサードパーティ製のソフトウェアパッケージを
使用します。

Suballocation:ファイルシステムで、部分的に使用されている
ディスクブロックを、512バイトの細分割り当てブロックに分
割できるようにします。これらのブロックは、他のデータファ
イルで使用できます。

Mount Volume on Creation:ボリュームを作成と同時にマウント
するように、オペレーティングシステムに指示します。このオプ
ションを使用しなくても、後からマウントすることはできます。 

10［Finish］をクリックします。

従来のボリュームのサイズを増やす

従来のボリュームのサイズを増やすには、そのボリュームに他のセグメ
ントを追加する必要があります。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

4 ボリュームを選択して、［Increase size］をクリックします。

5 容量を取得するストレージデバイスを選択します。

6 選択したストレージデバイスの横にある［Used］列をダブルクリッ
クします。

7 必要な容量を入力します。

8［Finish］をクリックします。

従来のボリュームの名前を変更する

従来のボリュームの名前を変更できます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。
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3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

4 名前を変更するボリュームを選択して、［Rename］をクリックします。

5 名前を入力します。

6［Finish］をクリックします。

従来のボリュームを削除する

従来のボリュームを削除できます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

4 削除するボリュームを選択して、［Delete］をクリックします。

従来のボリュームをマウント解除する

従来のボリュームを修復するには、そのボリュームをマウント解除する
必要があります。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

4 マウント解除するボリュームを選択して、［Dismount］をクリックし
ます。

ボタンのラベルが［Mount］に変わります。

従来のボリュームを修復する

たとえわずかでもボリュームが破損している場合は、通常はボリューム
をマウントすることはできません。場合によっては、破損したボリュー
ムがマウントされ、処理中にエラーが発生することがあります。

VREPAIRを使用して、ボリュームの問題を修正するか、または FAT (ファ
イルアロケーションテーブル )およびDET (ディレクトリエントリテーブ
ル )からネームスペースエントリを削除します。VREPAIRの使用方法に
ついては、『Utilities Reference』の「VREPAIR」を参照してください。

注 : NSSボリュームを修復する必要がある場合は、49 ページの「NSSストレージ
プールおよびボリュームの再構築」を参照してください。
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他のボリュームをマウントしたまま、破損したボリュームに対して
VREPAIRを実行できます。VREPAIRを使用する一般的な例を次に示し
ます。

ハードウェア障害が原因で、ボリュームがマウントできない、また
はディスクの読み込みエラーが発生する場合。

注 : VREPAIRではハードウェア障害は修復できませんが、それに関わるボ
リュームの破損を VREPAIRで修復できる場合があります。

電源の障害が原因となるボリュームの破損。

サーバの起動時に、サーバコンソールにミラーリングエラーが表示
される場合。この場合のミラーリングは、オペレーティングシステ
ムが保持する FATおよび DETの 2つのコピーを示します (ディスク
がミラーリングされている場合は、NetWareは 4つのコピーを保持
します )。

サーバの起動中にボリュームのマウントが失敗すると、VREPAIRが自
動的にロードされ、そのボリュームの修復を試みます。

VREPAIRが自動的にロードされた場合は、デフォルトのオプションが
使用されます。別のオプションを使用する必要がある場合は、VREPAIR
を手動でロードし、VREPAIRの実行前に別のオプションを設定します。

注 : マウントできないボリュームを VREPAIRで自動修復しない場合は、
「Automatically Repair Bad Volumes」という SETパラメータを使用して、デフォルト
を変更します。

必要条件

修復するボリュームは、マウント解除されていなければなりません。

修復されるボリュームがネームスペースをサポートしている場合、
対応する VREPAIRネームスペースモジュール (V_namespace.NLM)
が、SYS:SYSTEMディレクトリまたは検索パスディレクトリ内に格
納されている必要があります。

サンプルのモジュールとして、V_MAC.NLMおよび V_LONG.NLM
があります。

手順

1 サーバコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

VREPAIR [volume_name] [logfile_name]
(オプション ) volume nameを、修復するボリュームの名前に置き換
えます。マウント解除されているボリュームが 1つのみの場合は、
VREPAIRはそのボリュームだけを修復するため、このパラメータを
指定する必要はありません。
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(オプション )エラーログを保存する場合は、logfile_nameを、
VREPAIRで作成するファイルの名前に置き換えます。VREPAIRは、
検出されたエラーのログを作成します。VREPAIRはエラーを画面に
表示しますが、ファイル名が指定されている場合は、エラーをファ
イルに書き込みます。

VREPAIRをロードすると、［Options］メニューが表示されます。

2 デフォルトオプションをそのまま使用するか、または必要に応じて
別のオプションを選択します。

初めてボリュームを修復する場合は、デフォルトオプションをその
まま使用します。デフォルトオプションではボリュームの修復に失
敗する場合は、他のオプションを選択します。

2a デフォルトオプションをそのまま使用する場合は、手順 3に進み
ます。

2b［Options］メニューで別のオプションを設定する場合は、次の
ように入力して［Set VRepair Options］を選択します。

2 Enter
3 修復処理を開始するには、［Options］メニューから［Repair A 

Volume］を選択します。

複数のボリュームがマウント解除されている場合は、一覧表示
されているボリュームから修復するボリュームを選択します。

マウント解除されているボリュームが 1つのみの場合、
VREPAIRはそのボリュームを修復の必要なボリュームと判断し
て、修復を開始します。

ボリュームの修復中は、VREPAIRが実行中であることを示すメッ
セージがサーバコンソールの画面に表示されます。

4 (オプション )修復が開始してから、エラーログの設定を変更します。

修復処理時に VREPAIRが検出するエラーの数が多い場合は、実行
時エラーの設定を変更できます。修復の開始後にこれらの設定を変
更するには、<F1>を押して［Current Error Settings］メニューを表示
します。

エラーごとに VREPAIRが一時停止しないようにするには、
［Option 1］を選択します。

エラーログをテキストファイルに記録する場合は、［Option 2］
を選択します。

ボリュームの修復を停止するには、［Option 3］を選択します。
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ボリュームの修復を停止した後で修復を続行するには、［Option 
4］を選択します。

5 修復が完了し、ディスクへの書き込みを問い合わせるプロンプトが
表示されたら、「Y」と入力します。

6 VREPAIRがエラーを検出した場合は、手順2から手順6の手順を繰り
返して、VREPAIRを再度実行します。VREPAIRがエラーを検出し
なくなるまで、これを繰り返します。

VREPAIRを数回実行してもボリュームをマウントできない場合は、
ConsoleOneを使用してボリュームを削除し、作成し直す必要があり
ます。

ファイルスナップショットの設定

ファイルスナップショット機能を使用すると、バックアップユーティリ
ティによって、すべてのデータファイルのオリジナルコピーを保持でき
ます。たとえば、ファイルの変更中にバックアップを行ったり、クラッ
シュが発生すると、ファイルバックアップには新旧両方のデータが含ま
れる可能性があります。スナップショットでは、ファイルを最後に閉じ
たときのコピーがキャプチャされます。このため、バックアップサイク
ルの間でデータを失っても、以前に保存されたファイルの完全なコピー
が残っていることになります。

ボリュームに対してファイルスナップショットを選択すると、バック
アップユーティリティはメタデータ (所有者、作成日 /時刻、変更者な
ど )をすべてコピーします。書き込みリクエストが発生しているときは、
書き込まれているデータのみがコピーされます。実際のファイルまたは
スナップショットファイルの読み込みリクエストが発生すると、NSS
は、適切なデータを返す方法を判別します。 

次の NSSコマンドをサーバコンソールで使用して、ボリュームに対する
ファイルスナップショットを有効にします。

nss/FileCopyOnWrite=<volName> 

または 

nss/FileCopyOnWrite=all
ファイルスナップショットを無効にするには、次のコマンドを入力します。

nss/NoFileCopyOnWrite
ボリュームのファイルスナップショットを設定したら、ボリュームを非
アクティブにする必要があります。その後ボリュームを再度アクティブ
にしてマウントし、スナップショットを持たないファイルが開いていな
いようにします。
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バックアップ用にスナップショットファイルを開くには、
READ_ACCESS_BITのほかに、必要な権利パラメータのビットを設定す
る必要があります。このビットは 0x04000000です。これは、NSSヘッ
ダファイル内では、zPR_READ_ACCESS_TO_SNAPSHOTとして定義さ
れます。ファイルスナップショットのデフォルト設定では、ファイルシ
ステムは、書き込みリクエストに対する openコールを受け取ると、そ
のファイルを閉じるためにバックアップの openコールを待機します。
エラーを返す場合は、バックアップの openコールで書き込み拒否ビッ
トも設定する必要があります。

スナップショットファイルに関する情報を取得するには、getInfoコマン
ドを使用します。情報マスクの RNewStyleビットを設定することによ
り、パックされた情報を返す getInfoの呼び出しはすべてサポートされま
す。情報マスクでは、さらに 0x20000000のビットを設定する必要があ
ります。このビットは、NSSヘッダファイルでは RNSSInfoOnSnapshoと
して定義されます。openコールおよび getinfoコールでは、要求される
権利のビットおよび追加の情報マスクのビットが必要になります。

ファイルスナップショットの情報を返す、その他のコールについて次に
説明します。

GetFileSize

GetFileHoles

ConsoleOneを使用して、ファイルスナップショット機能を選択すること
もできます。32 ページの「論理ボリュームを作成する」を参照してくだ
さい。

従来のボリュームの論理ボリュームへの変換

従来のボリュームを論理ボリュームに変換できます。これは自動処理
や、サイトでのアップグレード処理ではありません。従来のボリューム
を論理ボリュームに移行して属性を維持するための、十分な容量がある
ことを確認してください。変換ユーティリティはサーバコマンドであ
り、これにより従来のボリュームのデータが、NSSストレージプールの
NSS論理ボリュームにコピーされます (たとえば、2GBのボリュームを
移動する必要がある場合は、少なくとも 2GBの空き容量が必要です )。
元のボリュームの名前は volumename_oldに変更されます。新しい論理
ボリュームには、元のボリュームの名前が付きます。 
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ボリューム変換

従来のボリュームを論理ボリュームにコピーした後で、サーバを再起動
してボリュームが正しく変換されたことを確認できます。ボリュームが
変換されたら、従来のボリュームを削除できます。従来のボリュームの
データを NetWare 6の論理ボリュームにコピーした場合、新しい論理ボ
リュームには NetWare 5.1ではアクセスできません。この場合は、従来
のボリュームにデータを保持しておくか、データを従来のボリュームに
コピーして戻す必要があります。 

ボリューム変換ユーティリティは、ロングネームを持つボリュームを変
換できます。

従来のボリュームの変換に使用できるすべてのパラメータとコマンドラ
インの例を、次に説明します。

vcu /p /l /i /d /r originalVolume nssPool [ds_container [ds_volName]]

/p:ディレクトリファイル名を出力しません。

/l:エラーをログファイルに書き込みません (Dst_Vol:error.out)。

/i: ファイルの COMPRESS_FILE_IMMEDIATELY_BITを保持します。

/d:コピー処理に成功した場合は、元のボリュームを削除します。従
来のボリュームの削除を選択すると、新しいボリュームがそのボ
リュームの名前を引き継ぎます。

/r:NSSボリューム xxx_newを削除して、従来のボリューム xxxを復元
します (元のボリューム名を新しい論理ボリューム名として残す場
合に、このオプションを使用します )。

ds_container:元のボリュームの DSコンテナ。

ds_volumeName:このパラメータが指定されている場合、vcu変換ユー
ティリティは指定された名前を使用して、元のボリュームの DSオ
ブジェクトの名前を変更するか、またはこのオブジェクトを削除し
ます。指定されていない場合、vcu.nlmはデフォルトの DS名として
serverame_originalVolNameを使用します。

ここで説明した各パラメータはオプションです。これらのパラメータか
ら必要なものを使用できます。

ボリュームを変換するには、変換するボリュームを指定して、次にその
ボリュームからのデータを格納する NSSプールを指定します。サーバコ
ンソールで、次のコマンドを入力します。 

vcu volume_name pool_name
次に例を示します。 

vcu apps poolone
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この例では、ボリューム変換ユーティリティはボリューム apps内のデー
タをコピーして、それを Pooloneに配置します。

従来のボリュームの名前を残し、それを新しい論理ボリュームで使用す
る場合は、サーバコンソールで次のコマンドを入力します。

vcu /r xxxx yyyy_old[ds_container[ds_volName]]
この例では、xxxxは従来のボリュームの元の名前で、yyyy_oldは従来の
ボリュームの変更後の名前です。xxxxが 11文字を超える場合、yyyy_old
は VCU0000_oldとなります。11文字以下の場合は、yyyy_oldは xxxx_old
となります。

NDSオブジェクトを変更する
ボリューム変換ユーティリティを使用すると、VOL SYS以外の論理ボ
リュームおよび従来のボリュームの両方の NDSオブジェクトと物理名
を変更できます。ボリューム変換処理で NDSオブジェクトを変更する
場合は、次の VCUコマンドを使用します。

ボリュームのコピー

vcu VCUTargetVolName NSSPoolName [DS_container 
DS_NSSPool_name DS_volname]

ボリュームの復元

vcu /r VCUTargetVolName VCUTargetVOlName_old [DS_container 
DS_NSSPool_name DS_Volname

ユーザスペース制限の設定

ユーザがボリュームに持つことができる領域の容量を制限できます。こ
の機能は、学校の生徒などの、多数のユーザを扱うシステムで便利で
す。このような場合には、各ユーザが持つことができる領域の容量の調
整が必要になることがあります。 

ボリュームを作成するときに、ユーザスペース制限オプションを選択で
きます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3 目的のユーザオブジェクトが含まれるボリュームを右クリックします。

4［Properties］>［Attributes］>［NSS Attributes］の順にクリックします。
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5［User Space Restrictions］を選択します。

6［Users with Space Restrictions］をクリックします。

7 制限を適用するユーザを選択します。

ユーザがリストにない場合は、次の操作を実行します。 

7a［Add］をクリックします。

7b 目的のユーザを参照して選択します。

7c ユーザをダブルクリックします。

［User Space Restriction］ダイアログボックスが開きます。このダ
イアログボックスで、［User Space Restriction］パラメータを入力
または変更できます。

8［Modify］をクリックします。

9［Limit］ボックスにユーザスペースの容量を入力するか、または値
を編集して、［OK］をクリックします。

ディレクトリスペース制限の設定

ディレクトリと、それに含まれるファイルが占める領域の容量を制限で
きます。

1 ConsoleOneを開きます。

2 目的のディレクトリを右クリックします。

3［プロパティ］をクリックして、［情報］をクリックします。

4［容量を制限する］を選択します。

5 サイズの上限値を入力して、［適用］をクリックします。

6［閉じる］をクリックします。

論理ボリュームのマウント

論理ボリュームを設定および構成すると、それらをマウントできます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［NSS Logical Volumes］の順にクリックします。

4 マウントするボリュームを選択して、［Mount］をクリックします。
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NSSプールおよびボリュームの非アクティブ /アクティブ化
ストレージプールやボリュームへのユーザアクセスを一時的に制限しな
ければならない場合があります。このような場合は、サーバを停止する
代わりに、特定のボリュームまたはプールを非アクティブにします。ス
トレージプールおよびボリュームは、いずれも非アクティブにできま
す。非アクティブにした場合でも、ストレージプールに対しては、保守
(再構築および検証 )することができます。つまり、REBUILDおよび
VERIFYを実行している間は、ユーザは、プール内のどのボリュームに
もアクセスできなくなります。REBUILDおよび VERIFYを使用すると、
DOSドライブのルートにログファイルが生成されます。REBUILDおよ
び VERIFYの実行方法については、49 ページの「NSSストレージプール
およびボリュームの再構築」を参照してください。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。

3［Media］>［NSS Pools］または［Logical Volumes］を順にクリック
します。

4 アクティブまたは非アクティブにするストレージプールまたはボ
リュームを選択します。

5［Activate］または［Deactivate］をクリックします。

6 ボリュームまたはプールへのアクセスを回復してもよい場合は、
［Activate］をクリックします。

削除したファイルのサルベージとパージ

ユーザが削除したファイルをサルベージしたり、ファイルシステムのパ
フォーマンスを向上させるために、削除されたファイルをパージできま
す。削除されたファイルは、そのボリュームのルートディレクトリにあ
る DELETED.SAVディレクトリに格納されます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 削除されたファイルが含まれるボリュームを選択します。

3［表示］>［削除されたファイルビュー］の順にクリックします。

［削除ファイル］セクションには、削除されたファイル、ファイルサ
イズ、削除日、およびユーザ名が一覧表示されます。

4 サルベージまたはパージするファイルを選択します。

5 ConsoleOneツールバーの［サルベージ］または［パージ］をクリッ
クします。
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NetWareバックアップサービスの使用
NetWareで提供されるバックアップサービス (バックアップサービスお
よび復元サービス )を使用して、NSSデータをバックアップできます。
バックアップサービスおよび復元サービスの使用方法については、
『Storage Management Services Administration Guide』の「Storage Management 

Services Administration」セクションを参照してください。 

重要 : Target Service Agent (TSA600)バージョンを使用してください。これより前の
バージョンは NSSでは作動しません。

NSSストレージプールおよびボリュームの再構築
ストレージプールおよび論理ボリュームを修復する場合、NSSは
VERIFYおよび REBUILDユーティリティを使用します。

VERIFYは、データブロックの不整合やその他のエラーを検索することに
より、NSSプールでのファイルシステムの完全性を検査します。このユー
ティリティにより、ファイルシステムの問題の有無が明確になります。

REBUILD はオブジェクトツリーの既存のリーフを検証および使用して、
システム内のその他のすべてのツリーを再構築します。再構築中のボ
リュームにユーザがアクセスできないようにするため、REBUILDを実行
する前にプール ( およびそのプール内のすべてのボリューム ) を非アク
ティブにする必要があります。ストレージプールを非アクティブにする
と、プール内のすべてのボリュームは自動的に非アクティブになります。 

REBUILDは、サーバの DOSドライブのルートにある volume_name.rlfと
呼ばれるエラーファイルに、エラーおよびトランザクションをコピーし
ます。特定の NSSボリュームを再構築するたびに、以前のエラーファイ
ルは上書きされます。古いエラーファイルを残す必要がある場合は、そ
れらを他の場所に移動してください。再構築後、NSSボリュームがアク
ティブモードになっていないときには、エラーファイルを調べることが
できます。

REBUILDは、VREPAIRと同じではありません。REBUILDは、ファイ
ルシステムを回復するための最終的な手段としてのみ使用します。
REBUILDを使用してデータの破損から回復する場合、処理中にデータ
の一部が失われることがあります。

REBUILDおよび VERIFYを使用すると、DOSドライブのルートにログ
ファイルが生成されます。

1 REBUILDを実行するには、サーバコンソールで次のコマンドを入力
します。

nss/poolrebuild=<poolname>
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これにより、システムのブロックがすべて検証および分析されます。
ボリュームにエラーがあれば、そのエラーが画面に表示されます。
このとき NSSボリュームは保守モードを維持します。エラーがない
場合は、アクティブな状態に戻ります。この後で、ボリュームを再
度マウントする必要があります。

また、「nss /verify」と入力してプール名のリストを取得し、
プールを選択することにより、プールを検証することもできます。
検証では、プールは読み込み専用で評価されます。

NSSサーバコンソールのコマンド
次のコマンドをサーバコンソールで使用することにより、NSSの情報を
表示したり、タスクを実行することができます。

オンラインヘルプコマンド

ヘルプにアクセスするには、「nss /help」または「nss /? 」と入力
します。

NSS設定情報コマンド
nss /modules: プロバイダ、ロード可能なストレージサブシステ
ム、およびセマンティックエージェントを一覧表示します。

nss /status: 現在の NSSステータスを表示します。

volumes: Adminボリュームも含め、マウントされているすべての
NetWareおよび NSSのボリュームを表示します。

nss volumes: Adminボリュームも含め、すべての NSSボリューム
を一覧表示します。

その他の NSSコマンド
nss /Activate=volume_name: NSSボリュームをアクティブにしま
す。

nss /Deactivate=volume_name: NSSボリュームを非アクティブに
します。

nss /Maintenance=volume_name: 指定された NSSボリュームを保
守モードに切り替えます。

nss /ForceActivate=volume_name: NSSボリュームを強制的にア
クティブにします。
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nss /StorageAlarmThreshold=value: ストレージ容量が少ない
ことを警告する場合に使用するしきい値を設定します。デフォルト
は 10です。有効な値の範囲は、0～ 1000000です。

nss /StorageResetThreshold=value: ストレージ容量が少ない
ことを警告する場合に使用するしきい値をリセットします。デフォ
ルトは 10です。有効な値の範囲は、1～ 1000000です。

nss /(No)StorageAlertMessages: ストレージ容量が少ないこ
とをユーザに通知するメッセージを［ON］または［OFF］にしま
す。デフォルトは［ON］です。

nss /NumWorkToDo=value: 同時に実行できるWorkToDoエントリの
数を設定します。NSSは、ファイルメタデータをバックグラウンド
でディスクにフラッシュするなどのタスクに対して、WorkToDoエ
ントリを使用します。WorkToDoエントリの数を増やすことは、利
用頻度の高いシステムでは有効です。NSSは常に 20個のWorkToDo
エントリを予約しています。デフォルトは 40です。有効な値の範囲
は、5～ 100です。

nss /FileFlushTimer=value: 開いている変更済みファイルのフ
ラッシュ時間を秒単位で設定します。この数を増やすと、ディスク
への書き込み回数が減ります。ただし、システムがクラッシュした
場合に失われるデータ量が増えます。デフォルトは 10秒です。有効
な値の範囲は、1～ 3600秒です。

nss /OpenFileHashShift=value: Open Fileハッシュテーブルのサ
イズを (2の累乗で )設定します。サーバで多数のファイルを同時に
使用する場合は、この数を増やすことをお勧めします。デフォルト
は 11です。有効な値の範囲は、8～ 20です。

nss /ClosedFileHashShift=value: メモリにキャッシュできる、
閉じたファイルの数を設定します。デフォルトは 512です。有効な
値の範囲は、1～ 100000です。

nss /MailBoxSize=value: メールボックスのサイズを設定します。
デフォルトは 228です。有効な値の範囲は、64～ 256です。

nss /NumAsyncios=value: 割り当てる Asyncioエントリの数を設定
します。デフォルトは 2048です。有効な値の範囲は、4～ 65536です。

Numbonds=value: 割り当てる Bondエントリの数を設定します。デ
フォルトは 5000です。有効な値の範囲は、512～ 2097152です。

Salvage: ボリュームで削除されたファイルのサルベージを有効に
します。

NoSalvage: ボリュームで削除されたファイルのサルベージを無効
にします。
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UserSpaceRestrictions: ボリューム上のユーザスペース制限を
有効にします。

NoUserSpaceRestrictions: ボリューム上のユーザスペース制限
を無効にします。

DirectoryQuotas: ボリューム上のディレクトリ割り当てを有効に
します。

NoDirectoryQuotas: ボリューム上のディレクトリ割り当てを無
効にします。

DataShredding: <vol name> [:<count>]を指定します。ボリュームの
データシュレッドを有効にします。これは、データをシュレッドす
る回数になります。デフォルト値は 1です。最大値は 7です。

NoDataShredding: ボリュームのデータシュレッドを無効にします。

FlushFilesImmediately: ボリューム上にあるファイルを閉じる
と同時にフラッシュします。

NoFlushFilesImmediately: ボリューム上にあるファイルの同時
フラッシュを無効にします。

FileCopyOnWrite: ボリューム上にあるファイルを書き込み用に開
くときに、コピーを作成します。

NoFileCopyOnWrite: ボリューム上にあるファイルを書き込み用
に開くときに、コピーを作成しません。

UpgradeObjectsOnVolume: ボリューム上のオブジェクトを現在
のバージョンにアップグレードします。 

Transaction=: ボリューム上のファイルに対するトランザクショ
ン単位の書き込みを有効にします。

NoTransaction=: ボリューム上のファイルに対するトランザク
ション単位の書き込みを無効にします。

Migration=: ボリューム上のファイルに対するマイグレーションを
有効にします。

NoMigration=: ボリューム上のファイルに対するマイグレーショ
ンを無効にします。

AllocAheadBlks=value: 書き込みの前に割り当てるブロックの数
を設定します。デフォルトは 15です。有効な値の範囲は、0～ 63
です。

Compression: ボリュームでのファイル圧縮を有効にします。
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NoCompression= volume: ボリュームでのファイル圧縮を無効に
します。

NoBGCompession: バックグラウンド圧縮を開始または停止します。
BGCompressionで圧縮を停止すると、キュー内のすべての圧縮リク
エストが停止します。

CompScreen: NSS圧縮統計情報の画面を開始します。

Pools: 現在使用可能な NSSプールをすべて表示します。

PoolAutoActivate: 指定されたプールを、ロードする時にアク
ティブにします。

PoolAutoDeactivate=pool: 指定されたプールを、ロードする時
に非アクティブにします。

PoolAutoDisplay: 現在のプールをロードする時のポリシーを表示
します。

PoolAutoMaintenance=pool: 指定されたプールを、ロードする
時に保守モードにします。

PoolAutoVerify: 指定されたプールの物理的な完全性を起動時に
検証します。

PoolRebuild=pool: 指定されたプールを再構築します。

PoolRebuild: メニューからプールを選択し、それらを再構築します。

PoolVerify=pool: 指定されたプールの物理的な完全性を検証しま
す。

PoolVerify: メニューからプールを選択し、それらの物理的な完全
性を検証します。

LogicalVolumePurgeDelayAfterLoad: 削除された論理ボ
リュームのパージを遅延する秒数です。これにより、削除を元に戻
す時間に余裕が生じます。

LogicalVolumePurgeDelayAfterContinue: ［続行］のクリッ
ク後に、論理ボリュームのパージを遅延する秒数です。パージが開
始された後では、ボリュームはサルベージできません。

VolumeMaintenance: ボリュームを保守モードにします。ボ
リュームを保守モードにすることはできますが、保守はストレージ
プールレベルでのみ実行されます。

MFL=volume: ボリュームのMFL保守を有効にします。

NoMFL=volume: ボリュームのMFL保守を無効にします。
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MFLVerify=volume: ボリュームのMFL保守のステータスを取得し
ます。

FixMFL: ボリュームのMFL保守です。

GetMFLStatus: ボリュームのMFL保守のステータスを取得します。

VolumeAutoActivate: ボリュームを、ロードする時にアクティブ
にします。

VolumeAutoDeactivate: ボリュームを、ロードする時に非アク
ティブにします。

VolumeAutoDisplay: 現在のボリュームをロードする時のポリ
シーを表示します。

ZLSSIOStatus: 現在の NSS IOステータス情報を表示します。

ZLSSPendingWriteIOs: ストレージサブシステムにドロップされ
る書き込み IOの数です (0 =すべて使用可能 )［値 =1000 範囲 =0～
3000］。

ZLSSVolumeUpgrade: インストール処理でのNetWare 6形式への5.x/
ZLSS VolumeUpgradeを可能にします。

LVDeleteStatusBasic: 削除された論理ボリュームについての情
報を表示します。

LVDeleteStatusSalvagable: サルベージ可能な論理ボリューム
についての情報を表示します。

ZLSSPoolScan: すべてのZLSSプールをスキャンしてロードします。

DOS FATコマンド
nss /(No)FATLongNames: 長いファイル名を FATボリュームで有
効にします。デフォルトは［ON］です。

nss /(No)FATLazyWrites: FATの遅延書き込みを実行します。
ONに設定されている場合、書き込まれるデータは、FATに書き込
まれる前に、一定時間メモリ内に格納されます。これにより、パ
フォーマンスが向上します。デフォルトは［ON］です。

nss /FATLazyWriteDelay=value: FAT遅延書き込みに関する遅延
時間を設定します (秒単位 )。(No)FATLazyWritesが［ON］に設定さ
れているときは、FATに書き込まれるまでにデータをメモリに格納
しておく秒数を指定します。デフォルトは 60です。有効な値の範囲
は、5～ 180です。
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nss /FATPartition=partition_type_number: 追加のパーティション
タイプを 3つまでサポートします。これらのパーティションには、/
FATPartition=12,13などの 16ビットの FATも含まれます。

nss /space: プールの容量と、関連付けられているボリュームを表
示します。

NoClassicDirectoryQuotas: 従来のNetWareボリュームのエミュ
レーションをオンまたはオフにします。デフォルトはオフです。

NSSが作成するその他のボリューム
LSS(Loadable Storage Subsystems)モジュールには、ZLSS.NSS、
CDHFS.NSS、CD9660.NSS、および DOSFAT.NSSの 4つがあります。
ZLSSモジュールは、ユーザが作成した論理ボリュームへのアクセスを
提供します。CD9660モジュールでは、CD-ROMを NSSボリュームとし
てアクセスできます。また DOS FATモジュールでは、FAT 16および
FAT 12ドライブにアクセスできます。

論理ボリュームとしての CD-ROM
NSSは CD-ROMを認識すると、その CD-ROMに対して読み込み専用の
論理ボリュームを作成します。これは、CDROM.NLMをロードすると自
動的に実行されます。ただし、このボリュームは NDSには追加されま
せん。

新しい CDROM.NLMは、CD9660.NSSおよび CDHFS.NSSモジュールを
ロードします。CD9660.NSSモジュールは ISO966、CDHFS、および HFS 
(Macintosh Hierarchical File System)のファイル形式をロードします。デュ
アルフォーマットの CDは、2つに分割されたボリュームとしてマウン
トされます。つまり、MacintoshおよびWindowsのクライアントはいず
れも、2つの異なるレイアウトで、同じ CD-ROMを参照できます。

CD9660.NSSモジュールによって、標準の ISO9660 CD-ROMの内容を、
読み込み専用の論理ボリュームとして使用できるようになります。
CD9660をロードした時に CD-ROMがドライブ内にある場合、その CD-
ROMは直ちに論理ボリュームとしてマウントされます。

NetWareの volumesコマンドで表示されるボリューム名は、CD-ROMが
ボリュームラベルを持っている場合は、そのボリュームラベルを表しま
す。ボリュームラベルを持っていない場合は、NSSによって、
CDXXXXXXという形式のボリューム名が生成されます (Xは数字 )。この
ボリュームは、読み込み専用である点を除いては、他の Netwareボ
リュームと同様に機能します。
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CD9660および CDHFSの両方のモジュールをロードするには、サーバコ
ンソールで次のコマンドを入力します。 

load cd-rom.nlm
CD9660.NSSだけをロードするには、サーバコンソールで次のコマンド
を入力します。

load cd9660.nss
CDHFS.NSSだけをロードするには、サーバコンソールで次のコマンド
を入力します。

load cdhfs.nss
CD9660.NSSをアンロードするには、サーバコンソールで次のコマンド
を入力します。

unload cd9660.nss
CDHFS.NSSをアンロードするには、サーバコンソールで次のコマンド
を入力します。

unload cdhfs.nss
CD-ROMのアンロード処理により、ボリュームがマウント解除されます。

論理ボリュームとしての DOSパーティション
DOSFAT.NSSモジュールをロードすると、DOS FATパーティションはい
ずれも論理ボリュームとして動的に使用可能になります。NetWareの
volumesコマンドで表示されるボリューム名は、DOSFAT_Xです。Xは
ドライブ文字で、たとえば、DOSFAT_Cのようになります。

DOSFAT.NSSモジュールには、次のような利点があります。

長いファイル名 (OS/2などのファイルシステムで使用される DOS
ファイル名など )。Windows* 95/98での方法を使用して、DOS FAT
パーティションに長い名前を付けます。

NetWareトラスティ権 : スーパバイザ権を持つユーザのみが、ボ
リュームにアクセスできます。

NetWareユーティリティ: NetWareボリュームへのアクセスや管理を
行うすべてのクライアントユーティリティまたはサーバユーティリ
ティは、DOS FATパーティションに対しても同じ処理を行うことが
できます。

MAPコマンド : NetWareクライアントをボリュームにマッピングし、
その他の Netwareマッピングと同様に使用できます。

ローカルパーティション : ローカルパーティションにアクセスできます。
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3 ストレージオブジェクトの表示

ストレージオブジェクトおよび Novell® Storage ServicesTMの設定を監視
して、それらが正しく機能しており、使用可能なディスク容量があるこ
とを確認してください。

ストレージデバイスの表示

ConsoleOneTMを使用すると、ストレージデバイスを表示して、どのデバ
イスに空き容量があるかを調べることができます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Show Devices］の順にクリックします。

左側のパネルに、サーバ上のすべてのデバイスが一覧表示されます。

4 目的のデバイスを選択します。

［Devices］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックしてください。

NSS設定の表示
場合によっては、NSS システムストレージデバイスまたはストレージ容量
のステータスを確認しなければならないことがあります。ここでは、
ConsoleOne を使用して、ストレージデバイス、ストレージプール、および
ボリュームのステータスと使用状況を表示する方法について説明します。
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パーティション化された空き容量を表示する

NSSパーティションおよび従来のパーティションの空き容量をすべて表
示できます。パーティション化された空き容量は、ストレージプールに
よって占有されてない、NSSパーティション内の容量です。従来のバー
ティションでは、NetWare®ボリュームに占有されていない容量が空き容
量になります。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Free Space］の順にクリックします。

左側のパネルに、空き容量を持つストレージデバイスが一覧表示さ
れます。

4 目的のデバイスを選択します。

［Free Space］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックしてください。

［Devices］ボタンが表示されている場合は、それをクリックするといつ
でも［Devices］画面を開くことができます。

パーティションのステータスを表示する

NSSパーティションと従来のパーティションの両方のステータスを表示
できます。たとえば、どちらの種類のパーティションで、どの容量が使
用可能かを調べることができます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Partitions］の順にクリックします。

4 目的のパーティションを選択します。

左側のパネルに、NSSパーティションおよび従来のパーティション
の両方が一覧表示されます。

［Partitions］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックしてください。

従来のボリュームのステータスを表示する

従来のボリュームのステータスを表示できます。たとえば、特定のボ
リュームのサイズを調べたり、作成日および変更日を確認できます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。
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3［Media］>［Traditional Volumes］の順にクリックします。

左側のパネルに、サーバ上に設定されている従来のボリュームがす
べて一覧表示されます。

4 目的のボリュームを選択します。

［Traditional volumes］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリック
してください。

NSSストレージプールのステータスを表示する

NSSストレージプールのステータスを表示できます。たとえば、特定の
ストレージプールにどのようなボリュームがあるかを調べたり、すべて
のストレージプールの容量を調べることができます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［NSS Pools］の順にクリックします。

左側のパネルに、NSSストレージプールが一覧表示されます。

4 ストレージプールを選択します。

［NSS Pools］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックしてください。

［Show Pool］ボタンが表示されている場合は、それをクリックすると
［NSS Pools］画面を開くことができます。

論理ボリュームのステータスを表示する

論理ボリュームのステータスを表示できます。たとえば、ボリュームに
割り当て量が指定されているかを調べることができます。また、ボ
リュームのどの容量が使用可能かも調べることができます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［NSS Logical Volumes］の順にクリックします。

左側のパネルに、ストレージプールと論理ボリュームの両方が一覧
表示されます。

4 ボリュームを選択します。

［NSS Logical Volumes］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックし
てください。

［Show Volume］ボタンが表示されている場合は、それをクリックすると
いつでも、選択したボリュームのステータスを確認できます。
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特定のボリュームの割り当て量および容量の使用状況を表示する

割り当て量が指定されている特定のボリュームのステータスを表示でき
ます。また、そのボリュームが存在するストレージプールのステータス
を表示することもできます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Logical Volumes］の順にクリックします。

4［プロパティ］をクリックします。

5［Media］>［NSS Quota Usage］の順にクリックします。

この画面には、ボリュームの割り当て量、使用済み容量、および使
用可能な容量が表示されます。また、ストレージプールの使用済み
容量と使用可能な容量も表示されます。

［NSS Quota Usage］画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックし
てください。

論理ボリュームの属性を表示および変更する

特定のボリュームの属性設定を表示および変更できます。これらの属性
には、データ圧縮、データシュレッド、ディレクトリスペース制限と
ユーザスペース制限、およびスナップショットが含まれます。たとえ
ば、ボリュームの初期設定では指定されていなかった機能を、ここで適
用できます。

1 ConsoleOneで、目的のツリーを開きます。

2 サーバオブジェクトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3［Media］>［Logical Volumes］>［Properties］>［Attributes］>［NSS 
Attributes］の順にクリックします。

4 必要に応じて属性を変更します。

NSS属性画面の詳細については、［ヘルプ］をクリックしてください。
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4 トラブルシューティング

次の表は、NSS (Novell® Storage ServicesTM)で発生する可能性のある問題
と、問題解決のためのヒントをまとめたものです。

その他のトラブルシューティングに関する情報については、 (http://
support-j.novell.co.jp )の「Novell Knowledgebase」を参照してください。

問題点 説明 解決方法

NSSがデバイスを認識しない NSSは、メディアマネージャが認

識するデバイスのみを認識します。

このリリースでは、NSSはハード

ディスクおよび CD-ROMのみを認

識します。

NSSでストレージプールまた

は論理ボリュームを作成でき
ない

ストレージプールや論理ボ

リュームを新しく作成する
ためのサーバの空き容量が
不足している可能性があり
ます。

すべての論理ボリューム

は、ストレージプールに属
していなければなりませ
ん。

ストレージプールに使用さ

れる空き容量を、NSSが所

有していない可能性があり
ます。

他のストレージプールや論

理ボリュームを作成するた
めの、十分な空き容量があ
ることを確認します。58 

ページの「パーティション
化された空き容量を表示す
る」を参照してください。

ストレージボリュームを作

成する前に、ストレージ
プールを作成します。

ストレージプールおよび論

理ボリュームのための NSS
パーティションを作成しま
す。

論理ボリュームを設定できな
い

他の論理ボリュームのための十分
な空き容量を、NSSが所有してい

ない可能性があります。

他のストレージデバイスを

追加します。

論理ボリュームまたは従来

のボリュームを削除し、ス
トレージプールのために容
量を解放します。
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ファイルを圧縮できない 論理ボリュームを作成するときに、
ファイル圧縮オプションを選択す
る必要があります。

ファイル圧縮オプションを既存の
論理ボリュームに適用します。

ConsoleOneで、［Media］>［NSS 

Logical Volumes］>［Properties］>

［Attributes］>［NSS Attributes］の

順にクリックします。次に、
［compression］を選択します。

問題点 説明 解決方法
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